
 

株式会社 サンアンドホープ 

Ⅰ 法人の概要（令和 6 年 4 月 1 日現在） 

1 所 在 地    北九州市門司区大字猿喰 1157 番地の 2 

2 設 立 年 月 日    平成 9 年 6 月 5 日 

3 代 表 者    代表取締役社長 中武 英一 

4 資 本 金    270,000 千円 

5 北九州市の出資金    12,000 千円（出資の割合 4.4％） 

6 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  7 人 0 人 0 人  7 人 

 
常 勤  3 人 0 人 0 人  3 人 

非常勤  4 人 0 人 0 人  4 人 

職 員 58 人 0 人 0 人 58 人 

  

Ⅱ 令和５年度（28 期）事業実績 

(1) 事業の経過及び成果 

  令和 5 年以前に仕入れた高コストの原料や市場全体の価格競争の影響から、売上及び利益面とも 

 に厳しい経営環境が続き、また、年後半にかけて中国の輸出にかかる法定検査等の影響により原料 

   調達が不安定な状況となったが、新商品の導入や営業活動の強化などを行った。その結果、売上高 

   1,869,616 千円、経常利益は 11,728 千円、当期純利益 6,858 千円となった。 

(2) 設備投資の状況 

    該当する事項はなし。 

(3) 資金調達の状況 

    該当する事項はなし。 

(4) 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況 

    該当する事項はなし。 

(5) 他の会社の事業譲受の状況 

    該当する事項はなし。 

(6) 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の継承の状況 

該当する事項はなし。 

(7) 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得の状況 

    該当する事項はなし。 

 (8) 対処すべき課題 

    外出機会の増加に伴い、国内経済がコロナ前の状況に戻りつつある中、ホームセンターの販売状況

が今後どのように推移するか、また、原料価格および商品価格の変動に如何に対応していくかなどの

課題は多々あるものの、今後の状況を十分に注視すると共に、これらの課題に迅速に対応していく。    

    また、このような状況を鑑み、社内体制の強化、新商品開発およびブランド力強化に取組み、企業

理念である障害者雇用の拡大を図ると共に、安全で環境に配慮した製品の安定供給を継続的に行う

ことが重要な課題である。 

 



 

(9) 財産及び損益の状況の推移 

区 分 
第26期 

（令和3年12月期） 

第27期 

（令和4年12月期） 

第28期 

（令和5年12月期） 

売 上 高      （千円） 1,868,402 2,079,386 1,869,616 

経 常 利 益    （千円） 18,311 50,504 11,728 

当 期 純 利 益 （千円） 8,298 34,525 6,858 

１株当たり当期純利益  （円） 1,536.76 6,393.63 1,270.11 

総 資 産     （千円） 1,154,160 1,480,539 1,444,393 

純 資 産     （千円） 571,504 606,030 612,888 

(10) 重要な親会社および子会社の状況 

   ① 重要な親会社の状況 

     当社の親会社は株式会社 welzo で、同社は当社の株式を 81.85％（4,420 株）保有している。当 

社は親会社より肥料の生産を委託され、これを納入している。 

   ② 重要な子会社の状況 

     該当する事項はなし。 

   ③ その他 

     該当する事項はなし。 

(11) 主要な事業内容（令和5年12月31日現在） 

事 業 内 容 主 要 製 品 

製造・加工・販売 

入出荷・配送業務 
家庭園芸用肥料用土、園芸用資材、専業農家用肥料用土、家畜・養魚用飼料 

販売 

輸出入 

肥料及び飼料（製造）、農薬、農器具、花卉、種子、球根、苗木、生花及び造

花、園芸用品、工業薬品、薪炭、キャンプ用品、ペット用品、ペットフード（製

造） 

(12) 主要な事業所（令和 5 年 12 月 31 日現在） 

    本社・工場        北九州市門司区大字猿喰 1157 番地の 2 

    関西工場         兵庫県加西市鶉野町 1262 番地の 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ 令和５年度決算 

1 賃 借 対 照 表                                        令和 5 年 12 月 31 日現在（単位：円） 

科 目 金 額 科 目 金 額 

（ 資 産 の 部 ） 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 

売 掛 金 

商 品 

製 品 

原 材 料 

立 替 金 

前 払 金 

未 収 還 付 法 人 税 等 

仮 払 金 

貸 倒 引 当 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

建 物 付 属 設 備 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

工 具 器 具 備 品 

リース資産(有形) 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

電 話 加 入 権 

リ－ス資産(無形) 

 投資その他の資産 

出 資 金 

敷 金 ・ 保 証 金 

長期繰延税金資産 

長 期 前 払 費 用 

 

1,236,478,506 

166,632,768 

170,117,767 

362,225,208 

37,448,187 

194,798,750 

300,657,884 

5,610 

1,038,841 

4,002,400 

34,540 

▲483,449 

207,915,424 

193,225,733 

151,301,144 

9,401,184 

3,605,288 

27,175,407 

883,742 

858,968 

106,233 

1 

17,600 

88,632 

14,583,458 

10,000 

1,909,500 

6,430,838 

6,233,120 

 

（ 負 債 の 部 ） 

流 動 負 債 

支 払 手 形 

買 掛 金 

短 期 借 入 金 

未 払 金 

仮 受 金 

預 り 金 

未 払 法 人 税 等 

リ ー ス 債 務 ( 短 期 ) 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

退 職 給 付 引 当 金 

役員退職慰労引当金 

 

 

795,292,831 

69,215,798 

354,738,651 

307,734,000 

37,764,311 

1,866 

4,672,297 

20,142,500 

1,023,408 

36,212,250 

11,273,000 

17,630,000 

7,309,250 

負 債 合 計 831,505,081 

（純資産の部） 

株 主 資 本 

 資 本 金 

利 益 剰 余 金 

 繰 越利 益剰 余金 

 

612,888,849 

270,000,000 

342,888,849 

342,888,849 

純 資 産 合 計 612,888,849 

資 産 合 計 1,444,393,930 負債及び純資産合計 1,444,393,930 

 

 

 



 

2 損 益 計 算 書 

 自 令和 5 年 1 月 1 日 

 至 令和 5 年 12 月 31 日（単位：円） 

科     目 金     額 

売上高    1,869,616,481 

売上原価    1,577,158,365 

期首商品棚卸高  41,010,304  

期首製品棚卸高  151,246,577  

仕入高   762,242,248  

当期製品製造原価  854,906,173  

合計   1,809,405,302  

期末商品棚卸高  37,448,187  

期末製品棚卸高  194,798,750  

売上総利益   292,458,116 

販売費及び一般管理費  281,920,778 

営業利益 

営業外収益 
 

 10,537,338 

2,822,879 

受取利息 66  

貸倒引当金戻入 56,100  

雑収入 

営業外費用 

支払利息割引料 

雑損失 

経常利益 

特別利益 

特別損失 

税引前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

当期純利益 

 

2,766,713  

 

1,535,110 

96,841 

1,631,951 

 11,728,266 

 

11,728,266 

4,833,206 

36,466 

 6,858,594 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ 令和６年度事業計画 

 外出機会の増加に伴い、国内経済がコロナ前の状況に戻りつつある中、ホームセンターの販売状況が今

後どのように推移するか、また、原料価格および商品価格の変動に如何に対応していくかなどの課題は多々

あるものの、今後の状況を十分に注視すると共に、これらの課題に迅速に対応していく。 

 また、このような状況を鑑み、社内体制の強化、新商品開発およびブランド力強化に取組み、企業理念

である障害者雇用の拡大を図ると共に、安全で環境に配慮した製品の安定供給を継続的に行うことが重要

な課題である。 

 

Ⅴ 令和６年度予算   

自 令和 6 年 1 月 1 日 

至 令和 6 年 12 月 31 日（単位：千円） 

科 目 予算額 

売上高  2,201,827 

売上原価 1,871,656  

売上総利益  330,171 

販売費及び一般管理費 308,509  

営業利益  21,662 

営業外利益  0 

営業外費用 1,296  

経常利益  20,366 

 

Ⅵ 役 員 名 簿 

令和 6 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代 表 取 締 役 中 武  英 一 株式会社サンアンドホープ代表取締役社長 

取 締 役 金 尾  佳 文 株式会社 welzo 代表取締役社長 

〃 徳 永  祐 治 株式会社 welzo 常務取締役 

〃 大 山  康 彦 株式会社サンアンドホープ製造本部長 

〃 大 曲  昭 恵 福岡県副知事 

〃 大 庭  千 賀 子 北九州市副市長 

〃 岸 田  敏 和 株式会社サンアンドホープ管理部長 

 


